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事務所 〒980-0822 仙台市青葉区立町 9-7 仙台ＹＭＣＡ内 

TEL: 022-222-7533  FAX： 022-222-2952 

Email：otada@mail.tohoku-gakuin.ac.jp 書記 多田 修 

ブリテン：http://ys-east.jimdo.com/bulletin/sendaihirosegawa/ 

第１例会：毎月第３水曜日・第２例会：毎月第１水曜日  仙台ＹＭＣＡ 18：30 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

巻頭言 

空を見上げると、なにやらみぞれのようなものが降ってきました。１１月も末近くになり、冬

が訪れたようです。私にとって冬と言えば、寒さの中で凍えながら子どもたちと一緒に毎週２日

はサッカーをしていたこと、山形蔵王、田沢湖高原、安比高原等でのスキーキャンプ。初めてス

キーを体験する子どもたちにスキーを教えることは、楽しくも汗をびっしょりかいていた思い出

です。そして、２０１１年３月１１日、東日本大震災が発生した日も、みぞれが降っていたこと

を記憶しています。１０年の月日が過ぎました。毎日のように全国から送られてきた支援物資を

届け、被災者と一緒になって泥をかいていたこと、いちご農家でのワークで腰を痛め、翌日から

通院したこと、共に泣き、共に喜び、共に苦しんだ日々を思い出します。今では、多くの人々が

足を運ばなくなった被災地に、これからも通うことを心に誓って。             

村井伸夫 

 

 

 

                        

仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 
  ２０２１年１１月号ブリテン  

通算第126号2021.11.29 

 

THE  Y′Ｓ ＭＥＮ′Ｓ ＣＬＵＢ OF  SENDAI  HIROSEGAWA 

   

２０２０―２０２１年度 主 題（Theme） 

国 際 会 長   キム・サンチェ(韓国) 主題「世界とともにワイズメン」 

アジア 太平洋地域会長  大野 勉(神戸ポート) 「１００年を超えて変革しよう」 

東日本区理事   大久保 知宏（宇都宮） 「私たちは次の世代のために何ができるか？」 

北東部 部長  南澤一右（仙台青葉城） 「【続】変化を楽しみながら新生北東部を創ろう！」 

仙台広瀬川クラブ会長  菅野 健   「１０年の歴史を励みに、次なる１０年へ」 

                                                    

 

「ワイズメンに誇りを持とう！」 

 

今月の聖句 
正しい人の祈りは、大きな力があり、効果をもたらします。 

                                       ヤコブの手紙 ５章１６節 
菅野 健 
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2021～2022年度 クラブ役員 

会   長 菅野 健 会員増強 加藤 研 ドライバー 佐藤 健吾 

副 会 長 加藤 研 EMC 布宮 圭子 ドライバー 増山 和憲 

書   記 多田 修 DBC 菅野 健 メネット会長 多田 純子 

会   計 松本 京子 DBC 村井 伸夫 ブリテン 増山 和憲 

監   査 高篠 伸子 ユース 佐藤 剛 ブリテン 佐藤 健吾 

地域奉仕 阿部 松男 ユース 清水川 洋 担当主事 増山 和憲 

地域奉仕 本野日出子 YMCAサービス 門脇 秀知 記念行事 加藤 研 

１１月第１例会 強調月間：ワイズ理解・ファミリーファスト 

在籍者 １４名 出席者 ９名 メイキャップ ０名 出席率 ６４％ 

メネット １名 ゲスト・ビジター  ０名 ニコニコ ０円（集金をしませんでした） 

 

 

日  時： 2021 年 11 月 20 日（土） 10 周年記念行事終了後  

場  所：仙台ＹＭＣＡ 4 階ホール  

参加者：菅野・加藤・多田・松本・門脇・阿部・本野・村井  

高篠・加藤メネット  

 

【協議内容】  

◆ 12 月例会に関して  

・ 12 月第 2 例会は 12 月 1 日（水）に開催する。  

 ゲストとして、広瀬川ワイズメンズクラブ１０周年特別プログラムでご尽力

いただいたＹＭＣＡ国際ホテル製菓専門学校の加藤校長と小林尚美さんに

参加していただく。  

 

・ 12 月第 1 例会は 12 月 15 日（水）に実施し、クリスマス例会として、  

仙台ＹＭＣＡ館内で開催。  

 現時点での内容としては、会食・オークションを開催予定。  

 新型コロナウィルスの感染状況によっては、内容の変更あり。  

 

 

例会報告者：多田修  

   

【11月第 1例会報告】 
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「日本語でプレゼンテーション」を終えて 

                                    加藤 研 

ベトナム・ネパール・ブータン・バングラデシュからの留学生１８名が出席しました。 

「日本で学び、日本で職を得、日本で生きる」ことを自らに課した若者たちです。５名は発表

者、３名は民族舞踊の演者、１名は進行のアシスタント、仲間を心配して来た応援団が９名。

もうこれだけで広瀬川クラブの仕掛けた「プレゼンテーション」は成功すると確信しました。 

私たちが投げたボールを彼らが見事に受け取ってくれました。日本語への挑戦はハードルの

高いものです。でも彼らは自ら手を挙げて挑戦してくれました。 

ご覧になって如何でしたでしょうか？多彩な演題、見事な言葉遣い、来日して数年とは思え

ない見事さでした。私たちは「ＹＭＣＡの内にあるエネルギー」を知ることができました。故

国ではさぞかしご家族が心配されているでしょう。彼らが慣れぬ異国での生活での中でもこん

なに頑張っていることを何とか伝えることができないか、今考えています。少しでも安心して

いただくことが私の次の目標です。全く初めての試みでしたので、たくさんの方々にご心配と

ご迷惑をおかけしました。特に担任の小林尚美さんにはお世話になりました。ありがとうござ

いました。 

留学生の他に、当日はワイズ４クラブ２１名、ホテル学校教職員７名そしてウエスティンホ

テル仙台でお勤めの卒業留学生ライ・エカタさんに後輩たちへの「エール」をいただきました。

近い将来の自分の姿を心に刻むことができたかもしれません。コロナ感染拡大で予定の変更を

余儀なくされましたが「やって良かった」と心底思えたことが何よりの収穫ではありました。 

 

   

11/20（土）仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 10周年記念企画『日本語プレゼンテーション』 
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【編集後記】 

仙台広瀬川ワイズメンズクラブの１０周年記念例会と特別プログラムが神様の恵みに支えられながら、

無事に終了しました。１０周年を終え、これからの広瀬川ワイズメンズクラブが未来へ歩みを進めてい

けるように仙台ＹＭＣＡと広瀬川ワイズメンズクラブの架け橋を担っていきたいと思います。 

 【k・M】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＹＭＣＡ通信 

◆１２月 ４日（土）に冬季ユースボランティアリーダー委嘱状授与式が行われます。ボランティアリ

ーダーは、ＹＭＣＡの宝です。委嘱状授与式に参加された際は、励ましの言葉を頂ければ幸いです。 

◆１２月１２日（日）に職員共済会クリスマスが行われます。ＹＭＣＡを支えてくださるワイズの皆様

と共にクリスマスを祝う時間を共有したいと思います。 

◆健康教育事業部では、冬季プログラムの参加者募集が始まりました。キャンプや水泳、様々な講習会

など、この冬もたくさんの子どもたちが参加予定です。 

 

 

１２月の予定 

◆１２月 １日（水） 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第２例会 

◆１２月 ３日（金） ＹＭＣＡクリスマス 

◆１２月 ４日（土） 冬季ボランティアユースリーダー委嘱状授与式 

◆１２月１２日（日） 職員共済会クリスマス 

◆１２月１５日（水） 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第１例会 

 

 

 

 

 

 

 

伊勢メンの贈り物 

【笑顔】 

「ドン・ドン・ドン」と児童館の窓をたたく音がする。 

びっくりと同時に、「きょうは何かな～」とちょっと期待する。 

大量のバナナ アボカド ピーマン・・・ 

伊勢さんがたくさんの応援野菜を届けてくださいます。 

「またバナナ～～」と職員の声！でも、と～っても嬉しそうな

蔓延の笑み！子どもたちの笑顔はもちろん最高ですが、おとな

の笑顔もいいものだなあと感じる。 

先日は、大きなさつまいもとみかんを届けていただいた。 

伊勢さんが心を込めて育ててくださった～恵み～ 

「おおきいなあ」「なにこれ？？」幼児さんたちは、何でも遊び

に大変身。「みかんのはっぱってかたい！」 

伊勢さんから頂いたものは、富沢への「笑顔便」 

いつもありがとうございます！ 

報告：富沢児童館 郷古祐子 


